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SBI ホールディングス株式会社 
 

カンボジアにリネットジャパングループとリース会社を共同設立 
 
当社（本社：東京都港区、代表取締役執行役員社長：北尾 吉孝）はこのたび、リネット

ジャパングループ株式会社（本社：愛知県大府市、代表取締役社長：黒田 武志、以下「RJG
社」）と、カンボジアで FinTech を活用した自動車、バイク、オート三輪車、農業機器等の

リース事業を展開する合弁会社（以下「合弁リース会社」）を共同設立することに関して覚

書を締結いたしましたので、お知らせいたします。 
本合弁リース会社は第１弾として商用タクシーを中心としたリース事業を計画しており、

今後、会社設立の上2017年夏を目標にカンボジア中央銀行よりリースライセンスを取得し、

事業を開始する予定です。 
 
カンボジアは国内総生産（GDP）の成長率が 7%台で推移するなど、近年急速に経済成長

を遂げており、経済発展に合わせ、リース市場をはじめ同国のファインナンス市場は今後

大きく成長することが期待されています。しかしながら、これまで与信情報を提供する専

門機関が不十分等の理由により、リースサービスを提供するための環境が整備されており

ませんでした。 
本合弁リース会社では、IoT 機器を活用して GPS による追跡や支払延滞に対して遠隔か

らのエンジン始動の停止などにより支払いを促すことが可能となる仕組みを活用すること

でリース審査を簡略化し、事業者向けに自動車、バイク、農業機器、建設機械等のリース

事業を展開してまいります。 
 
RJG 社は 2000 年の創業来、日本国内において中古書籍・CD・DVD などを販売する通

販サイトの運営を展開してきましたが、「収益性と社会性の両立」を理念に掲げ、新規事業

にチャレンジしており、国内においては、2013 年より都市鉱山資源（小型家電）のリサイ

クル事業等を手掛けています。また、カンボジアにおいても 2013 年より CSR 活動の一環

としてこれまでも、国際協力機構（JICA）と共同で自動車整備研修事業や農業支援などを

手掛けてきました。今後、これらの事業で培った現地でのネットワーク等を活用し、カン

ボジアにおいて本格的なファイナンス事業参入を目指しています。 
 
当社グループはカンボジアにおいて 2010年より、日系唯一の総合証券会社であるSBI ロ

イヤル証券（正式名称：SBI Royal Securities Plc）を営業しており、2016 年 5 月にカンボ

ジア証券取引所に上場したプノンペン経済特区社の主幹事に加え、間もなく上場予



                

定（同国 5 社目）のシアヌークビル港湾公社の主幹事を務める他、同国の金融

セクターにおける M&A アドバイザー業務においても豊富な実績を有していま

す。これまで培ってきたカンボジアでの金融事業運営にかかるノウハウに加え、主に日本

国内で蓄積してきたオンライン金融事業を中心とする知見を、RJG 社の経営資源と融合さ

せ、カンボジアにおける先鋭的な金融サービスの展開を目指すとともに、同国の経済・金

融の発展に貢献してまいります。 
 
【合弁リース会社の概要】 
商号 ：Mobility Finance Cambodia Plc. 
所在地 ：Posen Chey Social Development Centre, St 2011, Phum Thlok, 

Sangkat Kokroka, Khan Posen Chey, Phnom Penh 
代表者 ：黒田 武志 
開業日 ：2017 年夏（予定） 
資本金 ：50 万米ドル 
出資比率 ：RJG 社：51%、SBI グループ 49% 
事業内容 ：FinTech を活用した自動車、バイク、オート三輪車、農業機器などのリ

ース事業等 
 

以上  
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
本プレスリリースに関するお問い合わせ先： 
SBI ホールディングス株式会社 コーポレート・コミュニケーション部 03-6229-0126 
 


